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北
海
道
商
工
連
盟
と
同
協
同
組
合
は
６
月
28
日
、北
海
道
鉄
道
会
館（
札
幌
市
中
央
区
）

で
、
第
48
回
定
期
総
会
と
第
47
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
２
０
２
２
年
度
の
総
会
議
案
す

べ
て
を
承
認
し
、
新
役
員
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
は
収
束
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
日
常
活
動
が
回
復
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
3
年
ぶ
り
に
対
面

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
事
前
に
ご
提
出
い
た
だ
い
た
書
面
議
決
書
と
合
わ
せ
て
、
議
決

を
確
認
し
ま
し
た
。ま
た
、感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、ご
来
賓
の
来
場
は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

道
商
工
連
定
期
総
会
・
同
協
同
組
合
通
常
総
会
開
く

　

総
会
議
案
の「
事
業
報
告
」

と「
事
業
方
針（
案
）」は
商
工

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

連
と
協
同
組
合
共
通
で
、「
決

算
報
告
」、「
会
計
監
査
報

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
地
域
経
済
の
完
全
復
興
を

告
」、「
収
支
予
算（
案
）」、「
規

約
の
一
部
改
正
」（
道
商
工

連
）、「
平
等
割
賦

課
金
の
改
訂
」
と

「
２
０
２
２
年
度

組
合
借
入
金
残
高

限
度
額
決
定
」（
協

同
組
合
）を
そ
れ
ぞ

れ
髙
柳
薫
専
務
理

事
か
ら
提
案
し
、

全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
は
協

同
組
合
定
款
の
規

程
に
に
よ
っ
て
、

挨拶する峰崎直樹道商工連会長

2022 年度事業計画を提案する髙柳薫専務理事

　

情
報
化
社
会
と
言
わ
れ
て
何
年

経
つ
の
だ
ろ
う
。Ｉ
Ｏ
Ｔ
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
物
事
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
、
情

報
が
遮
断
さ
れ
る
と
国
民
生
活
へ

の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
▼
参
議

選
の
さ
な
か
に
起
き
た
今
回
の
ａ

ｕ
の
接
続
障
害
は
、
ま
さ
か
こ
ん

な
と
こ
ろ
ま
で
と
思
う
ほ
ど
ネ
ッ

ト
接
続
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
た
▼
日
頃
は
携
帯
電
話

と
し
て
、
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

情
報
は
大
規
模
に
拡
散
し
て
い
る

と
は
知
っ
て
い
た
も
の
の
、
医
療
分

野
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
操
作
は
も

と
よ
り
農
産
物
の
ハ
ウ
ス
栽
培
で

の
温
度
管
理
な
ど
、
通
信
障
害
の

も
た
ら
し
た
被
害
は
極
め
て
広
範

囲
で
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
に

違
い
な
い
▼
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に
続
き

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
そ
し
て
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
へ
と
通
信
障
害
は
す
べ
て
の
通

信
大
手
に
及
ん
だ
わ
け
で
、
こ
の

問
題
の
教
訓
を
ど
う
継
承
し
て
今

後
の
課
題
解
決
に
役
立
て
て
い
く

の
か
、
政
府
・
関
係
者
は
総
力
を

挙
げ
て
ほ
し
い
。（
峰
）

凱 

風
が
い   

ふ
う

（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）



（２）

50
周
年
に
向
け
組
織
の
強
化
拡
大
に
全
力
を

　

北
海
道
商
工
連
盟
（
道
商
工
連
）

が
結
成
さ
れ
た
の
は
48
年
前
の
９

月
で
す
。こ
の
年
の
夏
も
７
月
７
日

投
票
の
「
七
夕
選
挙
」
と
呼
ば
れ
る

参
議
院
選
挙
が
あ
り
、激
し
い
選
挙

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。道
商

工
連
の
創
立
者
で
あ
る
吉
田
忠
三

郎
氏
が
北
海
道
選
挙
区
（
定
数
４
）

か
ら
３
期
目
を
目
指
し
、同
じ
社
会

党
か
ら
炭
労
出
身
の
新
人
の
対
馬

考
且
氏
が
出
て
い
ま
し
た
。共
産
党

と
公
明
党
、自
民
党
か
ら
は
現
職
２

人
で
、
事
実
上
こ
の
６
人
で
４
議
席

を
争
い
、結
果
は
野
党
４
人
が
議
席

を
占
め
た
の
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
も
、
道
商
工
連
副

会
長
の
徳
永
エ
リ
氏
が
３
期
目
を

目
指
し
、私
た
ち
は
徳
永
氏
の
当
選

に
向
け
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
新
人

の
石
川
と
も
ひ
ろ
氏
も
立
憲
民
主

党
か
ら
立
起
し
て
い
ま
す
。定
数
３

な
が
ら
、何
と
し
て
も
２
人
が
当
選

で
き
る
よ
う
奮
闘
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
商
工
連
盟 
会
長
　
峰
　
崎
　
直
　
樹

役
員
選
考
委
員
に
選
出
さ
れ

た
井
上
博
己
副
会
長
・
副
理

事
長
か
ら
指
名
推
選
の
役
員

名
簿
が
発
表
さ
れ
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
理
事
会
と
顧
問
の
委
嘱

　

総
会
終
了
後
、
道
商
工
連

は
第
１
１
３
回
理
事
会
・
第

１
３
６
回
常
任
理
事
会
を
開

き
、現
職
国
会
議
員
と
、弁
護

士
、司
法
書
士
、行
政
書
士
の

合
計
14
名
（
別
掲
の
表
参
照
）

を
顧
問
に
委
嘱
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
協
同
組
合
第
１

３
０
回
理
事
会
を
開
催
し
、

総
会
で
選
出
さ
れ
た
理
事
の

互
選
で
会
長
以
下
の
役
員

（
別
掲
の
表
参
照
）
を
決
定
し

ま
し
た
。ま
た
、
顧
問
に
弁
護

士
、司
法
書
士
、行
政
書
士
ら

４
名（
別
掲
の
表
参
照
）を
決

め
、
協
同
組
合
職
員
の
参
事

議長の藤原広昭氏

　

あ
と
２
年
で
道
商
工
連
は
創

立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。本
日
の

総
会
で
は
「
50
年
史
」
編
さ
ん
の

提
案
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
道

商
工
連
を
、こ
れ
か
ら
ど
う
発
展

さ
せ
て
い
く
の
か
を
考
え
る
機
会

に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

道
商
工
連
結
成
当
時
の
北
海

道
は
、官
公
労
と
い
わ
れ
る
三
公

社
五
現
業
と
公
務
員
の
組
合
員

は
10
万
人
以
上
い
て
、
最
強
と
い

わ
れ
た
炭
労
な
ど
の
民
間
労
組

も
含
め
、労
働
界
に
闘
う
力
が
あ

と
会
計
主
任
各
１
名
（
別
掲

の
表
参
照
）
を
選
任
し
ま
し

た
。

　

総
会
成
立
要
件
は
い
ず
れ

も
正
会
員
の
過
半
数
で
、
道

商
工
連
は
正
会
員
74
名
、
賛

助
会
員
13
名
で
、
当
日
出
席

者
11
名
、
書
面
議
決
書
提
出

者
51
名
で
合
計
62
名
と
な
り

成
立
。

　

同
協
同
組
合
は
正
会
員
40

名
で
、当
日
出
席
者
10
名
、書

面
議
決
書
提
出
者
18
名
で
合

計
28
名
と
な
り
成
立
し
ま
し

峰崎直樹会長

た
。

●
規
約
改
正
な
ど
に
つ
い
て

　

承
認
さ
れ
た
議
案
の
「
規
約
の
一

部
改
正
」（
道
商
工
連
）
に
よ
っ
て
、

労
商
提
携
に
賛
同
す
る
労
働
組
合

を
対
象
に
し
た
特
別
賛
助
会
員
に

つ
い
て
、
個
人
事
務
所
や
法
人
の
加

入
範
囲
の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
す
。こ

れ
に
よ
っ
て
、
国
会
議
員
や
道
議
会

議
員
、市
議
会
議
員
ら
の
個
人
事
務

所
も
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。会
費
額
は
、
労
働
組
合
と
法
人

等
は
現
行
と
同
じ
月
額
５
０
０
０

円
と
し
、個
人
事
務
所
等
は
正
会
員

と
同
額
の
３
０
０
０
円
で
、総
会
後

か
ら
施
行
に
な
り
ま
す
。

　

協
同
組
合
の「
平
等
割
賦
課
金
の

改
訂
」に
よ
っ
て
、
来
年
度（
２
０
２

３
年
度
）か
ら
、
現
行
月
額
２
０
０

０
円
が
３
０
０
０
円
に
値
上
げ
に

な
り
ま
す
。こ
れ
は
、
額
が
結
成
当

時
か
ら
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
な
の

で
、事
務
的
経
費
の
増
大
と
事
業
収

入
の
減
少
に
対
処
す
る
目
的
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
商
工
連
盟
の
会
費
と

同
額
と
な
り
ま
す
。

　

協
同
組
合
の
「
２
０
２
２
年
度

組
合
借
入
金
残
高
限
度
額
決
定
」

は
、道
商
工
連
が
銀
行
な
ど
か
ら
借

(

前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

役員選考委の井上副会長

閉会挨拶の段坂副会長



（３）

る
中
で
、
中
小
企
業
の
組
織
化
が
図

ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、労
働
側
の
力

が
徐
々
に
弱
ま
り
、
労
働
界
と
中
小

企
業
が
連
携
し
て
、
大
企
業
優
先
の

国
の
施
策
に
対
抗
す
る
こ
と
が
な
か

な
か
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
商
工
連
の
組
織
は
、
バ
ブ
ル
崩

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
会
員
企
業
の
皆
さ
ま

も
、
地
域
経
済
も
本
当
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

私
は
峰
崎
会
長
の
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
財
政
金
融
委
員
会
に
所

属
し
、
金
融
庁
に
対
し
て
、
中
小

企
業
の
資
金
繰
り
対
策
と
、
し
っ

か
り
し
た
相
談
体
制
の
確
立
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
は
今
も

壊
後
の
著
し
い
減
少
傾
向
か
ら
脱

し
て
、
皆
さ
ま
の
ご
努
力
で
何
と
か

横
ば
い
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
全

国
中
小
企
業
団
体
連
合
会
は
、こ
の

10
年
間
で
組
織
が
半
減
し
て
本
部

機
能
の
維
持
が
難
し
く
な
り
、本
年

の
総
会
で
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
移
行

し
ま
し
た
。私
た
ち
は
反
転
攻
勢
に

出
る
た
め
に
も
組
織
を
残
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。情
報
化
時
代
の

現
代
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
課

題
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
中
小

企
業
の
「
よ
ろ
ず
相
談
所
」
の
機
能

を
こ
れ
か
ら
も
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
で
交
流
の
機
会
が
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
総
会
を
機

に
、
も
う
一
度
、「
顔
合
わ
せ
、
心

合
わ
せ
」と
、
運
動
の
方
向
を
確

認
し
な
が
ら
、組
織
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

地
域
経
済
立
て
直
し
の
道
筋
と
細
や
か
な
支
援
を

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合 

理
事
長（
参
議
院
議
員
）　
勝
　
部
　
賢
　
志

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
色
濃
く
、
回

復
基
調
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
融
資
を
受
け
た
事
業
者
が
返

済
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

３
月
８
日
、
金
融
庁
か
ら
金
融
関

係
団
体
へ
「
中
小
企
業
の
事
業
再

生
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
出
し
、
返
済
の
猶
予
や
延
期
な

ど
の
相
談
を
受
け
た
場
合
は
拒
否

せ
ず
受
け
入
れ
る
こ
と
や
、
融
資

を
受
け
た
い
企
業
に
は
、
融
資
額

を
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
減
少
し
た
収

益
で
算
定
す
る
の
で
は
な
く
、
十

分
相
談
に
応
じ
る
よ
う
に
求
め
て

い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

周
知
さ
れ
て
い
な
い
金
融
機
関
が

あ
り
、
厳
し
く
査
定
さ
れ
て
困
っ

て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
物
価
高
が
追
い
打
ち
を
か

け
る
状
況
も
あ
り
ま
す
の
で
、
し
っ

か
り
金
融
庁
で
対
応
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

融
資
は
返
済
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
経
営
に
伸
び
し
ろ

が
あ
り
、
計
画
が
し
っ
か
り
あ
る

会
社
は
よ
い
の
で
す
が
、
返
済
に

不
安
が
残
る
場
合
、
金
融
機
関
か

ら
ど
う
見
ら
れ
る
の
か
、
大
変
心

配
に
な
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
地

域
経
済
を
立
て
直
し
て
い
く
道
筋

を
し
っ
か
り
つ
く
り
、
融
資
だ
け
で

は
な
い
細
や
か
な
支
援
策
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

物
価
高
に
国
民
が
悲
鳴
を

上
げ
る
中
、
黒
田
東
彦
日
銀

総
裁
の
「
家
計
は
値
上
げ
を

受
け
入
れ
て
い
る
」
と
い
う
発

言
が
大
き
な
批
判
を
浴
び
ま

し
た
が
、
北
海
道
の
景
気
や
経

済
、
企
業
の
皆
さ
ま
の
現
状
に

つ
い
て
し
っ
か
り
説
き
、
政
治

に
よ
っ
て
こ
の
流
れ
を
変
え
よ

う
と
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
商
工
連
の
副
会
長
で
、

同
協
同
組
合
副
理
事
長
で
も

あ
る
徳
永
エ
リ
さ
ん
が
、
現
在
、

参
議
院
選
挙
北
海
道
選
挙
区

（
定
数
３
）
で
激
し
い
選
挙
戦

の
真
っ
最
中
で
す
。
皆
さ
ま
の

さ
ら
な
る
応
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

勝部賢志理事長

り
入
れ
を
す
る
場
合
の
上
限
額
を

毎
年
度
、
定
め
る
も
の
で
、
上
限
額

を
５
０
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す

が
、
決
算
報
告
で
分
か
る
通
り
、
借

り
入
れ
の
実
績
は
長
期
に
わ
た
っ
て

あ
り
ま
せ
ん
。

●
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採
択

　

総
会
で
は
、
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
深
刻
な

影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
国
や
自

治
体
の
持
続
・
継
続
的
な
施
策
や
、

経
済
的
に
脆
弱
な
人
々
へ
の
支
援

強
化
と
、医
療
防
疫
体
制
の
確
立
に

よ
っ
て
、
経
済
の
完
全
復
興
と
感
染

症
の
早
期
終
息
を
図
ろ
う
！
」
と
し

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
す
る
中
小
事

業
者
へ
の
継
続
的
支
援
と
、
早
期
終

息
、医
療
防
疫
体
制
の
強
化
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
５
本
で
、
本

年
度
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
抗
議
し
、早
期
の
戦
争
収
束
と

平
和
の
実
現
を
呼
び
掛
け
る
も
の

を
加
え
ま
し
た
。



（４）

　新型コロナウイルス感染症で深刻な影響を受けている中小企業・小規模事業者に対する国
や自治体の持続・継続的な施策や、経済的に脆弱な人々への支援強化と、医療防疫体制の確
立によって、経済の完全復興と感染症の早期終息を図ろう！

１　地域における中小企業の役割を踏まえ、中小企業・小規模事業者の事業継続や雇用維持などが図られ、従業
　員・家族の生活を守られる中小企業施策の確立と経済的地位向上を図ろう。
２　ポストコロナ時代の社会変化を見据えた北海道の「安心・安全な食と観光」、「農林漁業の６次産業化」、「再
　生可能エネルギーへの転換」で力強い経済基盤をつくり、活力ある地方を築き上げよう。
３　在来線存続や冬期間の定期運行を含めて、道民の基幹鉄路である JR北海道の運営に責任ある国による継続
　的財政支援を実現させ、地域社会の崩壊を阻止し、医療、福祉、教育等の社会的インフラを充実させ地域社会
　を守ろう。
４　大地震や津波、台風、豪雨などの大規模自然災害に対する備えや福島原発事故後の復興の難しさを教訓とし、
　安心・安全な地域社会をつくろう。
５　ロシアの一方的なウクライナへの侵攻・侵略に抗議し、一日も早い戦争の収束で、平和を取り戻そう。

2022 年度 総会スローガン

北海道知事　鈴木　直道
札 幌 市 長　秋元　克広

北海道中小企業団体中央会　会長　尾池　一仁
立憲民主党北海道総支部連合会　代表　逢坂　誠二
国民民主党北海道総支部連合会　代表　うすきひでたけ
秋元克広連合後援会・札幌の未来をつなぐ市民の会　秋元　克広
北海道教職員組合　中央執行委員長　木下　真一
日本郵政グループ労組北海道地方本部　執行委員長　須間　　等

衆 議 院 議 員　道下　大樹
衆 議 院 議 員　荒井ゆたか
衆 議 院 議 員　おおつき紅葉
衆 議 院 議 員　逢坂　誠二

メッセージ・祝電ありがとうございました

衆 議 院 議 員　山岡　達丸
衆 議 院 議 員　神谷　　裕
北海道議会議員　藤川　雅司
北海道議会議員　山根まさひろ
北海道議会議員　広田まゆみ
北海道議会議員　鈴木　一磨
北海道議会議員　木葉　　淳
北海道議会議員　稲村　久男
北海道議会議員　市橋　修治
北海道議会議員　池本　柳次
北海道議会議員　中山　智康
札幌市議会議員　田島　央一
千歳市議会議員　小林ちよみ　　　　　（順不同）



（５）

職　　名 氏　　名 　　　　　　　所　　　　属 
会　　長 峰崎　直樹 元参議院議員
副 会 長 徳永　エリ 参議院議員
副 会 長 勝部　賢志 参議院議員
副 会 長 坂本　孝司 札建工業㈱　代表取締役社長
副 会 長 若杉　充宏 函館商工連盟　理事長
副 会 長 沖田　龍児 苫小牧商工連盟　理事長
副 会 長 段坂　繁美 ㈱あすなろサッポロ　代表取締役
副 会 長 井上　博己 北海道ユニオンサービス㈱　代表取締役社長
副 会 長 藤原　広昭 藤原広昭事務所・札幌市会議員
専務理事 髙柳　　薫 北海道商工連盟
常任理事 浮須　浩一 北友運送㈱　代表取締役
常任理事 丹野　　司 日北自動車工業㈱　代表取締役
常任理事 平井　香希 協和サッシ工業㈱　代表取締役社長
常任理事 島　　典賢 北海道クリーン・システム㈱ 代表取締役社長
常任理事 山本　慎一 ㈱トーア　取締役会長
常任理事 青木　和弘 オフィスＡＷО　代表
常任理事 田邊　勝昭 ㈱田辺構造設計　代表取締役
常任理事 石澤　恵吾 ㈱オリエンタル警備　代表取締役
常任理事 廣澤　　健 青年経営者協会　代表幹事
常任理事 岡田　　忠 ( 株 ) アラ 代表取締役
理　　事 原田　利明 ㈱公清企業　代表取締役社長
理　　事 北原　光律 東立エンジニアリング㈱　代表取締役社長
理　　事 杉本　典也 プラント技販工業㈱　代表取締役社長
理　　事 大政　亮二 社会福祉法人 岩見沢福祉会　理事長
理　　事 高橋　直樹 ㈲セーフシステムメンテナンス　代表取締役会長
理　　事 加藤　　景 幡本印刷㈱　代表取締役社長
理　　事 紺野　則仁 北海道労働者福祉協議会　副理事長
理　　事 八重樫和裕 協同組合 旭川商工連盟　理事長
理　　事 村中　庸晁 帯広商工連盟　代表
理　　事 平田　太司 北海道通信グループ　取締社長室長
会計監査 山崎　晴生 ㈱アトラン　取締役社長
会計監査 夏井不二江 北海道レヂボン㈱　代表取締役

北 海 道 商 工 連 盟 （2022.6.28　敬称略）
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北海道商工連盟協同組合 （2022.6.28　敬称略）

職　　名   氏　　名 　　　　　　　　所　　　　属 

理 事 長 勝部　賢志 参議院議員 

副理事長 峰崎　直樹 元参議院議員 

副理事長 井上　博己 北海道ユニオンサービス㈱　代表取締役社長

副理事長 段坂　繁美 ㈱あすなろサッポロ　代表取締役

副理事長 藤原　広昭 藤原広昭事務所・札幌市会議員 

専務理事 髙柳　　薫 北海道商工連盟 

理　　事 徳永　エリ 参議院議員 

理　　事 平井　香希 協和サッシ工業㈱　代表取締役社長

理　　事 山本　慎一 ㈱トーア　取締役会長

理　　事 青木　和弘 オフィスＡＷО　代表

理　　事 田邊　勝昭 ㈱田辺構造設計　代表取締役

理　　事 北原　光律 東立エンジニアリング㈱　代表取締役社長

理　　事 高橋　直樹 ㈲セーフシステムメンテナンス　代表取締役会長

理　　事 廣澤　　健 ㈱ヴァンガードネットワークス　代表取締役

理　　事 岡田　　忠 ㈱アラ　代表取締役

監　　事 山崎　晴生 ㈱アトラン　取締役社長

監　　事 夏井不二江 北海道レヂボン㈱　代表取締役

  役　職   氏　　名　　    備　考

顧　　問 江本　秀春　　弁 護 士

顧　　問 横路　民雄　　弁 護 士

顧　　問 金木　義明　　司法書士

顧　　問 関藤　和子　　行政書士

  職　名   氏　　名　　　　                        所　　　属

参　　事 辻村　祐一　　辻村社会保険労務士事務所　所長（社労士）

会計主任 山木　　晶　　北海道商工連盟   
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北
海
道
商
工
連
盟
第
48
回
定
期

総
会
並
び
に
北
海
道
商
工
連
盟
協

同
組
合
第
47
回
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
峰
崎
会
長
並
び
に
勝
部
理
事
長

を
は
じ
め
、
商
工
連
盟
、
商
工
連
盟

協
同
組
合
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ

き
、
会
員
の
経
営
や
金
融
、
労
務
な

ど
の
相
談
業
務
は
も
と
よ
り
、労
働

保
険
事
務
組
合
に
よ
る
事
務
の
代

　
北
海
道
商
工
連
盟
第
48
回

定
期
総
会
、
並
び
に
北
海
道

商
工
連
盟
協
同
組
合
第
47
回

通
常
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、経
営
環
境
の
改
善
や
、従

業
員
の
生
活
安
定
の
た
め

日
々
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　
北
海
道
商
工
連
盟
第
48
回

定
期
総
会
及
び
、
北
海
道
商

工
連
盟
協
同
組
合
第
47
回
通

常
総
会
の
ご
開
催
を
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
相
互
扶
助
の

精
神
に
基
づ
き
、
事
業
の
発

北海道商工連盟の顧問

（2022.6.28　敬称略）

役　職　　氏　　名　　　備　　考
顧　問 松木けんこう 衆議院議員
顧　問 逢坂　  誠二 衆議院議員
顧　問 山岡  　達丸 衆議院議員
顧　問 道下  　大樹 衆議院議員
顧　問 神谷　  　裕 衆議院議員
顧　問 石川  　香織 衆議院議員
顧　問 荒井　ゆたか 衆議院議員
顧　問 おおつき紅葉 衆議院議員
顧　問 鉢呂 　 吉雄 参議院議員
顧　問 岸　  真紀子 参議院議員
顧　問 江本　  秀春 弁 護 士
顧　問 横路　  民雄 弁 護 士
顧　問 金木　  義明 司法書士
顧　問 関藤　  和子 行政書士

メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介

北
海
道
知
事
　
鈴
　
木
　
直
　
道

行
な
ど
、会
員
企
業
の
経
営
の
安
定

と
地
域
経
済
の
一
層
の
発
展
に
向
け

て
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
道

行
政
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
の
長
期
化
や
、不
安
定
な
国

際
情
勢
に
よ
る
原
油
・
原
材
料
等

の
価
格
の
高
騰
な
ど
、事
業
者
の
皆

様
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
く
中
、
中
小
企
業
の
経
営

者
と
従
業
員
の
皆
様
の
生
活
を
守

る
商
工
連
盟
、
商
工
連
盟
協
同
組

合
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
道
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

は
、
地
域
の
経
済
や
雇
用
を
支
え

る
中
小
・
小
規
模
企
業
の
持
続
的

な
発
展
が
不
可
欠
で
あ
り
、道
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素

化
と
い
っ
た
取
組
を
強
化
す
る
な

ど
、
新
た
な
社
会
経
済
の
変
化
へ
の

対
応
力
強
化
を
は
じ
め
、
人
材
の

育
成
・
確
保
や
、
本
道
経
済
を
牽

引
す
る
食
や
観
光
、も
の
づ
く
り
産

業
の
振
興
、
事
業
承
継
の
円
滑
化

や
創
業
の
推
進
、
働
き
方
改
革
の

推
進
な
ど
、各
般
の
施
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
北
海
道
商
工
連
盟
並

び
に
北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、ご
参
加
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、お
祝
い
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
。

札
幌
市
長
　
秋
　
元
　
克
　
広

情
勢
の
影
響
に
よ
り
、
我
が

国
の
社
会
・
経
済
情
勢
は
大

変
難
し
い
局
面
を
迎
え
て
お

り
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
状
況

下
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
事
業
の
発
展
を
通
じ

て
、本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
貴
連
盟
、
貴
組
合
の
限
り

な
い
ご
発
展
と
、皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　

　
　
　
　
　
　
会
　
　
長
　
尾
　
池
　
一
　
仁

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
た
貴
団
体
の
事
業
活
動
に

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
ご
出
席
者
の
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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株
式
会
社　

□
□
□
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□
工
業

□
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札
幌
市
□
区
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条
□
丁
目
□
番
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号

　
　
　
　
　
　

電
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○
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○
○
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株
式
会
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□
□
□
□
□
工
業

　

□
□
□
□
□
支
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□
　
□
　
□

札
幌
市
□
区
□
□
□
条
□
丁
目
□
番
□
□
号

　
　
　
　
　
　
電
話（
○
○
○
）○
○
○
│

○
○
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Ｆ
Ａ
Ｘ（
○
○
○
）○
○
○
│

○
○
○
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□
□
□
□
□
□

例１ 例２ 暑
中
お
見
舞
広
告
募
集
中

　

北
海
道
商
工
連
盟
で
は
、

機
関
紙
「
道
商
工
連
」
２
０

２
２
年
８
月
号
に
掲
載
す

る
暑
中
お
見
舞
い
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
さ
は
左
の
例
と
同

じ
で
、タ
テ
85
ミ
リ
、ヨ
コ
44

ミ
リ
で
す
。

　

広
告
料
金
は
１
件
５
０

０
０
円
で
す
。申
込
み
は
、

７
月
28
日
ま
で
に
、
掲
載
す

る
会
社
名
、役
職
名
、氏
名
、

住
所
、電
話
番
号
な
ど
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
道
商

工
連
盟
事
務
局
ま
で
、
フ
ァ

ク
ス
か
メ
ー
ル
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

　

例
２
の
よ
う
に
、
支
店
名

や
フ
ァ
ク
ス
番
号
の
記
載
も

可
能
で
す
。不
明
の
点
は
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

婆
ち
ゃ
ん
が
ミ
ニ
ス
カ
は
い

て
釣
っ
た
爺

女
子
会
に
元
つ
け
ら
れ
た
予

約
名

欠
点
は
口
下
手
な
の
に
手
が

早
い

湯
が
酒
に
な
れ
ば
ホ
ン
ト
の

魔
法
瓶

二
人
よ
り
一
人
が
旨
い
ワ
ン

カ
ッ
プ

ほ
ど
ほ
ど
は
不
可
能
で
す
よ

酒
と
恋

と
り
あ
え
ず
コ
ロ
ナ
の
せ
い

に
し
て
お
こ
う

タ
ー
ザ
ン
の
老
後
を
心
配
し

て
る
妻

大
阪
で
「
え
ら
い
や
っ
ち
ゃ
」

は
偉
く
な
い

ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
我
が
家
に
二

枚
在
庫
あ
り

錠
剤
が
今
朝
も
元
気
に
床
で

跳
ね

微
力
で
す
が
は
大
抵
無
力

消
え
な
く
ち
ゃ
困
る
だ
ろ
う

な
シ
ャ
ボ
ン
玉

戦
士
の
子
称
え
て
悲
し
親
心

（
毎
日
新
聞「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」よ
り
）


